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アクティブラーニングを活用した 
社会科の実践 

－政治や自治活動に対するアクティブな関わりとは－ 



 （学校教育目標）一人一人の障害の状態や能力・特性
に応じ、社会自立・職業自立に必要な基礎・基本の定
着を図るとともに生きる力を育成し、個性が輝く教育を
推進する。 

 

 

学校概要 



 高等部専門学科単独の特別支援学校 

 ４学科８コース 

 

 

教育課程の特徴 

園芸技術科 
農業コース 
園芸コース 

工業技術科 
木工コース 
造形コース 

生活技術科 
縫製コース 
手芸コース 

福祉・流通
サービス科 
福祉コース 
流通コース 

職業科目 
教科別の学習 

総合的な 
学習の時間 

道徳 

学活 

自立活動 



日課表 

ＳＴ 
学習 



 

生徒に育てたい力 
学校教育目標より 

社会自立・職業自立に
必要な基礎基本の定着 

生きる力の育成 



 生徒数 ８名 知的障害のある高等部３年生 

 生徒の実態：全体として真面目な性格の生徒が多い学級 

 
 

実施学級の概要 

気持ちのコント
ロールが難しい 

意見をはっきり
言うことが難しい 



 
 

単元について 
「学校内の課題を見つけ、 
陳情書をまとめよう」 

 特別支援学校高等部学習指導要領 

 「社会」 

 目標 社会の様子、働き方や移り変わりについての関
心と理解を一層深め、社会生活に必要な能力と態度を
育てる 

 

 内容 ２段階（２） 

 社会の慣習、生活に関係の深い法や制度を知り、必要
に応じて生活に生かす。 



親が選挙に行かないので自分も
行く必要を感じない。 

選挙をした結果何が変わるのか
がわからない。 

流山高等学園３年生の選挙や政治に
対する感想 



政治に対する関心についての 
アンケートから 

[分類名] 

[パーセンテージ] 

[分類名] 

[パーセンテージ] 

[分類名] 

[パーセンテージ] 

[分類名] 

[パーセンテージ] 

政治に対する関心 

関心がある 関心が少しある 関心があまりない  関心が全くない 



 ・社会の課題やルールに対して目を向け、
自ら参加し、より良いものを考えていこうと
いう意識をもてるようにするため、まずは身
近な学校内の事柄について考える。 
 

 ・課題解決やルール作りに参画し、政治や
自治活動に対して関心を持つ一歩とする。 
 

 ・意見交換する中で一つの事柄に対しても
様々な見方や考え方があることを知る。 
 

 
単元目標 

 



 

 

 

 

全ての授業で１０～１５分の 

アクティブラーニング 
 

 

単元構成 

グループでニュースレ
ポートを発表 

二人組で課題につ
いて考える 

一次 

（１時間） 

①校内を散策し、身近な課題について考える。 

②政治への関わり方として請願や署名活動があ
ることを知る。 

二次 
（１時間） 

①学校内の課題について自分なりに考えたこと
を、グループで伝えることができる。 

②グループ内で出た意見を協力しながら一つに
まとめようとする。 

③身近な課題を陳情書にまとめるまでの手順を
知る。 



  

授業目標 

・学校内の課題について自分なりに考えたことを、グループ内で
発表することができる。 

・グループ内で出た意見を、協力しながら一つにま
とめようとする。 

・身近な課題を陳情書にまとめるまでの手順が
わかる。 



・問題発見・解決を念頭に置い
た深い学び 

 

 

 

・対話的な学び 

 

 

 

・主体的な学び 

 

授業内容 

学校の中の課題を探す 

グループで話合い、陳
情するテーマを絞る 

陳情書を書く 



学校の中の課題を探す 



グループでの話し合い 

話し合いのポイント① 
キーパーソンの配置 

話し合いのポイント② 

学級の状況に応じて
グループの人数を変

える。 

話し合いのポイント③ 

話し合いのルールの設
定 



学校の課題について 



学習評価 

振り返りシート 



評価の観点 
学校内の課題について自分なりに考えたこと
を、グループ内で発表することができたか。 
評価項目 
◎課題について複数の回答を発表できた。 
〇課題について１回回答することができた。 
△発表することが難しかった。 

グループ内で出た意見を、
協力しながら一つにまとめ
ようとしたか 

評価項目 

◎グループ内で出た意見を取
捨選択して１つにまとめるこ
とができた。 

〇良いと思う意見について意
見を述べることができた。 

△意見をいうことや協力する
ことが難しかった。 

 

 身近な課題を陳情書にまとめるまでの手順を知る
ことができたか 

 評価項目 

 ◎陳情書にまとめる手順を簡単に説明できる程度
に知ることができた。 

 〇陳情書をまとめる手順が少しわかった。 

 △陳情書についてよくわからない。 

 



生徒の様子 



陳情書を渡しました 



 意見を一つにまとめることへの手立てが必要 

 

 

 

 

 

結果 

授業の中でのルール
作り 

話し合いを行うための
ベース作りはHRや自立

活動、専門教科など、
普通教科以外でも行う 



〇人との対話の仕方や協働学習のベース作りが必要 

生徒ができたこと、課題となったこと 

意見をまとめる 
ための手立て 

「誰の意見か」で
判断しない 



教科として何を生徒に学んで
ほしいかはっきりさせる 

 

 

生徒が学び続けようと思うよう
な手立てを考える 

社会科として課題になったこと 

例えば、陳情書の場合、誰が
誰に何のために渡すかが 

大切 

陳情書の仕組みを知っ
て生徒会の目安箱を 

活用してみる 



以上で流山高等学園からの報告を 
終わります 


